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常
圓
寺
と
柏
木
の

戦
災
復
興
①
　

ー
新
史
料
か
ら
の
考
察
ー

◎
本
立
寺
調
査

―
「
常
円
寺
」
の
史
料
が
み
つ
か
る

―

　

本
年
四
月
、
常
圓
寺
の
新
し
い
住
職
に
、
八

王
子
本
立
寺
よ
り
及
川
玄
一
上
人
が
入
寺
さ
れ
、

本
立
寺
住
職
に
は
、
常
圓
寺
の
執
事
長
を
務
め

ら
れ
て
い
た
及
川
一
晋
上
人
（
八
王
子
延
壽
院

住
職
）
が
入
寺
さ
れ
た
。
九
月
十
日
に
は
入
寺

式
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
に
さ
き
が
け
、
同
寺

所
蔵
の
御
宝
物
等
の
調
査
が
「
常
円
寺
日
蓮
仏

教
研
究
所
」
都
守
基
一
主
任
お
よ
び
所
員
で
、

さ
る
七
月
十
八
日
よ
り
四
日
ほ
ど
を
か
け
実
施

さ
れ
た
。
調
査
結
果
は
目
録
に
ま
と
め
ら
れ
本

立
寺
に
提
出
さ
れ
、
お
よ
そ
三
百
数
十
点
と

な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
今
回
常
圓
寺
に
関
わ
る

史
料
も
見
つ
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
そ
れ
を
も

と
に
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

◎
地
代
帳―

常
円
寺
の
寺
有
地
の
記
録

―

　

見
つ
か
っ
た
史
料
は
、
常
圓
寺
が
所
有
す
る

寺
有
地
の
貸
地
か
ら
納
入
さ
れ
た
地
代
の
台
帳

で
あ
る
。
表
紙
に
「
昭
和
二
十
一
年　

四
月
吉

日　

第
一
号
」
と
記
さ
れ
た
「
常
圓
寺
宅
地
貸

附
台
帳
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
同
じ
く
「
昭
和
二

十
一
年
四
月　

日
」
の
「
第
弐
号
」、「
昭
和
二

十
四
年
八
月
」
の
「
常
円
寺
貸
地
名
簿
」、「
昭

和
二
十
五
年
以
降
」
の
「
地
禄
帳
」
の
四
冊
が

残
さ
れ
て
い
た
。

　

内
容
は
、
常
圓
寺
の
寺
有
地
の
借
地
人
が
各

月
ご
と
に
地
代
を
納
め
た
月
日
を
記
録
し
た
も

の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
個
人
名
で
あ
る
が
、

中
に
は
「
落
合
郵
便
局
淀
橋
支
局
分
室
」（
柏

木
一
ノ
一
〇
六
番
地
）
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
ち

な
み
に
こ
の
分
室
は
、
現
在
、
西
新
宿
一
丁
目

に
あ
る
「
新
宿
郵
便
局
」
の
前
身
で
、
昭
和
二

十
一
年
三
月
に
新
た
に
設
置
さ
れ
、
昭
和
二
十

五
年
（
一
九
五
〇
）、「
新
宿
郵
便
局
」
が
新
宿

区
角
筈
に
開
局
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
柏
木
に

あ
っ
た
と
い
う
。

◎
土
地
管
理
業
務
の
担
当

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
表
紙
を
み
る
と
「
和

智
」
あ
る
い
は
「
和
智
扱
」
と
あ
る
。
こ
れ
は

裏
表
紙
に
「
土
地
家
屋
管
理
人　

和
智
甚
平
」

と
の
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
に
常
圓
寺

の
貸
地
の
管
理
業
務
を
請
け
負
っ
て
い
た
人
の

名
前
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
印
に
は
「
八

王
子
市
本
町
」
の
住
所
も
記
さ
れ
て
お
り
、
和

智
氏
は
八
王
子
の
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

和
智
氏
と
常
圓
寺
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、

当
時
の
常
圓
寺
の
総
代
会
の
議
事
録
な
ど
か
ら
、

常
圓
寺
の
復
興
に
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
の
空

襲
で
同
じ
よ
う
に
被
災
し
た
本
立
寺
の
住
職
で

あ
っ
た
及
川
眞
学
上
人
が
「
法
縁
総
代
」
と
し

て
加
わ
っ
て
お
り
、
復
興
に
は
両
寺
の
連
携
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
地
代
帳

が
本
立
寺
に
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
、

そ
う
し
た
関
係
を
表
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

◎
「
常
圓
寺
所
有
貸
地
實
測
図
」

　

地
代
帳
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
貸
地
の
広
さ
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
台
帳
と
と
も
に
「
常
圓
寺
所

有
貸
地
實
測
図
」
と
い
う
図
面
も
残
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
実
測
図
に
は
常
圓
寺
の
貸
地
の
区
画

と
各
々
の
広
さ
が
記
さ
れ
、「
昭
和
二
十
一
年

四
月
三
十
日
」
の
日
付
、
作
成
者
と
し
て
「
栗

原
工
務
所
」
と
名
が
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
栗

原
工
務
所
も
「
八
王
子
本
町
」
の
住
所
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
先
の
和
智
氏
同
様
、
八
王
子
の

業
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
地
代
帳
の

第
一
号
が
昭
和
二
十
一
年
四
月
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
代
の
納
入
は
、
こ
の
実
測
を
元
に
開
始

（
再
開
）
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

終
戦
直
後
、
被
災
し
た
各
地
で
は
、
そ
れ
ま

で
の
土
地
の
所
有
関
係
、
貸
借
関
係
が
混
乱
し

た
と
い
う
。
当
時
の
政
府
は
、
昭
和
二
十
一
年

八
月
二
十
七
日
に
「
罹り

さ
い災
都と

し市
借し

ゃ
く
ち地
借し

ゃ
っ
か家
臨り

ん
じ時

処し
ょ
り
ほ
う

理
法
」
を
制
定
す
る
な
ど
し
て
、
被
災
に
よ

る
混
乱
の
収
拾
を
図
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十

年
五
月
の
空
襲
に
よ
り
被
災
し
た
常
圓
寺
の
周

辺
で
は
、
こ
う
し
た
行
政
に
よ
る
施
策
の
一
方

で
、
そ
れ
よ
り
も
先
駆
け
て
独
自
に
貸
地
の
区

画
を
実
測
、
確
定
し
、
復
興
を
進
め
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。　
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「淀橋支局分室」の台帳


